
今月号の主な内容

■ 広報たかぎ

　・進む山間集落振興事業  ……………２面

　・国土利用計画に対するご意見募集  …３面

　・確定申告は正しくお早めに  ………４面

　・お知らせ版  …………………………５面 

■ 保育園だより  …………………６面

■ 学校だより　第一小  …………７面

■ 健康アップＰＰＫ  ……………８面

■ 社協だより ひなたぼっこ  …９面

■ くりんネットたかぎ  …………１０面

2
February

2011

１月８日 村内各地区で新年の無病息災を願い、ほんやりを立てました。１月８日　村内各地区で新年の無病息災を願い、ほんやりを立てました。
翌日早朝に点火され、おもちを焼きます。翌日早朝に点火され、おもちを焼きます。
このおもちを食べると風邪をひかないと言われます。このおもちを食べると風邪をひかないと言われます。 （写真は帰牛原地区）（写真は帰牛原地区）
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今
年
度
事
業
で
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
、
氏
乗
・
大
島
地
区

の
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
建
設
工
事

が
順
調
に
進
み
、
そ
れ
ぞ
れ
建
物

の
全
容
が
確
認
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
両
地
区
と
も
居
室
の

窓
か
ら
は
周
辺
の
山
並
み
を
は
じ

め
、
勇
壮
な
大
自
然
を
堪
能
で
き

る
よ
う
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨

年
十
一
月
か
ら
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
使
い
募
集

を
開
始
し
て
お
り
、
関
東
地
区
ふ

る
さ
と
会
な
ど
の
機
会
を
利
用
し

応
募
の
呼
び
か
け
も
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
応
募
の
対
象
を
中
京

方
面
と
想
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

中
京
方
面
の
新
聞
や
フ
リ
ー
ペ
ー

パ
ー
へ
の
募
集
記
事
掲
載
な
ど
も

行
い
、
三
月
末
に
募
集
を
締
切
り

入
居
者
の
選
考
を
行
う
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
く
今
年
度
事
業
で

取
り
組
ん
で
い
る
獣
害
防
護

柵
の
設
置
工
事
も
進
み
、
広

域
基
幹
林
道
沿
い
で
は
部
分

的
に
柵
の
設
置
状
況
を
確
認

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
二
つ
の
事
業
は
い
ず

れ
も
氏
乗
や
大
島
と
言
っ
た
、

村
の
山
間
集
落
の
振
興
策
を

含
め
検
討
す
る
中
で
取
り
組

ん
で
い
る
も
の
で
す
が
、
山

間
集
落
に
住
む
人
達
が
、
地

域
の
に
ぎ
わ
い
を
維
持
し
つ

つ
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る

た
め
に
は
、
そ
れ
以
外
の
対
策
検

討
も
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
十
月
に
行
わ
れ
た
国
勢
調

査
の
仮
集
計
結
果
で
は
、
喬
木
村

の
人
口
は
六
、六
九
三
人
と
な
り
、

七
千
人
を
維
持
し
た
十
年
前
の
十

二
国
調
時
か
ら
三
九
六
人（
五
・
六

％
）減
少
と
な
り
ま
し
た
が
、
直
近

の
村
人
口
デ
ー
タ
で
は
、
氏
乗
は

五
九
人（
二
三
・
九
％
）の
減
少
、
大

島
は
五
六
人（
三
六
・
一
％
）の
減
少

と
、
村
の
平
均
を
大
き
く
上
回
る

人
口
減
少
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

地
区
で
は
高
齢
化
も
村
の
平
均
以

上
に
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
地

域
の
暮
ら
し
を
維
持
す
る
取
り
組

み
を
地
域
住
民
だ
け
で
担
う
こ
と

も
、
現
状
の
ま
ま
で
一
〇
年
、
二

〇
年
先
を
予
測
す
る
と
難
し
い
状

況
が
伺
え
ま
す
。

　

今
年
度
取
り
組
む
ク
ラ
イ
ン
ガ

ル
テ
ン
事
業
な
ど
に
よ
る
新
た
な

交
流
を
起
爆
剤
に
、
地
域
の
あ
り

方
を
村
全
体
で
検
討
を
始
め
る
き
っ

か
け
と
し
た
い
も
の
で
す
。

氏乗　クラインガルテン建設現場

大島　クラインガルテン建設現場

獣害防護柵設置箇所（氏乗）
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　喬木村では、国土利用計画法に基づき、平成14年3月に策定しました喬木村国土利用計画（目標
年次　平成22年）の改定作業を進めています。
　この度、計画（素案）を作成しましたので、村民の皆様のご意見を募集します。

国土利用計画（第二次喬木村計画）（素案）
に対するご意見を募集します
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１　国土利用計画法第８条により第四次長野県計画を基本として策定しました。

２　目標年次を平成32年までの10年間としました。

３　法的制限が生じる農用地（農振法）の区域の見直しを行い、道路や河川などの枠組み

で示すように土地利用構想図を見直しました。

４　農用地面積が遊休荒廃地の林地化により減少し、山林及び宅地、その他の土地が農地

の転換により増加すると想定しています。

改正の概要

募 集 期 間 平成23年１月５日（水） から 平成23年２月４日（金）まで

役場２階　企画財政課　※計画（素案）は、喬木村ホームページでもご覧いただけます。

　　　　　　　　　　　　URL　http://www.vill.takagi.nagano.jp/

午前８時30分 から 午後５時15分（土・日曜日、祝日を除く）

役場企画財政課に設置した所定の意見用紙に計画（素案）のご意見をご記入のうえ、

直接持参頂くか、郵送、FAX又は電子メールによりご提出ください。

�お寄せいただいたご意見につきましては、これから策定する第二次喬木村国土利

用計画の参考とさせていただきます。

�ご意見をいただいた皆様への個別の対応はいたしませんので、ご了承をお願いし

ます。

�いただいた個人情報は、他の目的には一切使用いたしません。

〒395－1107　喬木村６６６４番地　喬木村役場 企画財政課 企画財政係

　　　　　　　　　　　　　 　直通電話 0265－33－5129　 FAX 0265－33－4511

　　　　　　　　　　　　　 　Ｅメール muradukuri@vill.takagi.nagano.jp

閲 覧 場 所

閲 覧 時 間

応 募 方 法

意見の取扱

意見の提出先

 
対
象
者 

○
村
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

�
一
月
二
十
四
日
よ
り
受
付
開

始
し
ま
す
。

�
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー（
一
台
）

を
お
住
ま
い
へ
配
送
し
ま
す
。

�
設
置
と
操
作
方
法
を
電
話
で

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

�
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー（
一
台
）

の
み
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

が
視
聴
で
き
な
い
場
合
は
、

ア
ン
テ
ナ
の
改
修
な
ど
も
行

い
ま
す
。

�
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
必
要
最

小
限
の
改
修
経
費
を
負
担
し

ま
す
。

 
問
い
合
わ
せ
先 

○
喬
木
村
役
場
企
画
財
政
課

　

広
報
係

　

�
3
3－

5
1
2
9

○
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

　

支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

h
ttp
://w

w
w
.ch
id
ejish

ien
.jp

市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の

支
援
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
５
７
０－

０
２
３
７
２
４

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
受
信
料
全
額
免

除
世
帯
へ
の
支
援
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
先

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
５
７
０－

０
３
３
８
４
０

地デジ未対応の方へ支援対象が広がりました！　地上デジタル放送簡易チューナーを無償給付します！
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 申告が必要な人 

�　前年中（平成22年1月1日から12月31日）に事業所

得、土地・建物を貸した不動産　所得、土地・建物

を売った譲渡所得などがあった人

�　二ヶ所以上から給与・年金を受けた人

�　給与所得者で給与以外の所得がある人

�　年金所得者の方は、全員申告してください

　　※ここでいう年金所得者は、年金収入－年金控除額

が28万円以上となり雑所得が発生しかつ毎年住民

税を納付している方です。（不明な点は年金源泉徴

収票到着後相談下さい。）

�　内職、家事手伝、パートなどで所得税の源泉徴収を

受けなかった人。または年末調整をしていない人。

源泉額が通常より多く徴収されている方。（乙欄チェッ

クの源泉徴収票）

�　住宅借入金等特別控除（改正）、雑損・医療費・寄付

金控除を受けようとする人

�　ふるさと納税等寄附金控除を受けられる方

 申告しなくてもよい人 

�　税務署へ平成23年度（22年分）所得税の確定申告書

を提出する人

�　１ヶ所からの給与所得のみで、勤務先で年末調整を

行った人

 申告に必要なもの 

�　申告用紙（確定申告書の送付のあった人のみ）

�　農業所得の収支計算書（内訳書）

　　※全量自家消費の方は数量及び金額を見積り下さい。

�　平成22年分源泉徴収票（給与、公的年金等）

�　印鑑（口座振替により納税となる方は通帳印）

�　建設国保保険料、国民年金保険料・国民年金基

金の掛金、農業者年金保険料等の証明書等

�　生命保険料、長期損害保険料（改正）、地震保険

料（改正）小規模企業共済等の掛金支払証明書

�　医療費控除を受ける方は、領収書、おむつ使用

証明書、在宅介護費用証明書等

�　初めて住宅借入金等特別控除の適用を受ける方は、

新築住宅の登記事項証明書、請負契約書又は売

買契約書の写、住民票、借入金年末残高証明書

　　※初年度は税務署にて申告をお願いします。

�　配偶者特別控除を受ける方は、配偶者の源泉徴収票

�　障害者控除を受ける方は、身体障害者手帳等

�　還付先あるいは引落口座番号のわかる預金通帳

�　ふるさと納税等による寄附金控除を受ける方は 

寄付を証する書

給与所得者の還付申告

〈次に該当される方は、還付申告されると所得税が

返ってきます。〉

�　給与所得者で、雑損控除・医療費控除・住宅借

入金等特別控除を受ける人

�　給与所得者で退職し、納め過ぎの所得税のある人

�　予定納税者で確定申告の必要がなくなった人

　所得税の確定申告と住民税の申告を行う時期となりました。村では２月１６日（水）より３月１５日（火）まで、納税申

告相談を行いますので忘れずに申告をしてください。期限間近になりますと大変混雑しますので申告は早めに済ま

せましょう。

納税相談日程
２月１６日～３月１５日（土日祝日を除く）

会　　場　役場庁舎１階：総務課税務係務窓口
受付時間　午前９時～午後４時
※国税電子申告・納税システム（e-Tax）による申告
をご利用下さい。

e-Taxホームページ（http://www.e-tax.nta.go.jp）

　平成22年分の所得税の確定申告書を本人の
電子署名及び電子証明書を付して、平成23年3月15日（火）
までにe-Taxで行うと、所得税額から最高5,000円の控除を
受けることができます。（平成19年分から平成21年分の確
定申告でこの控除を受けた方は、受けられません。）
　医療費の領収書や源泉徴収票等は、その記載内容を入力
して送信することにより、提出又は提示を省略することが
できます。
※確定申告期限から３年間、ご自身で保管してください。

e-Taxで申告された還付申告は、書面申告と比べて早期に
処理をしています。
所得税・贈与税の申告・納税は、３月15日（火）まで
個人事業者の消費税・地方消費税の申告・納税は、
３月31日（木）まで
詳しい情報は、e-Taxホームページをご覧ください。
http://www.e-tax.nta.go.Jp
平成23年２月からの相談会場は合同庁舎の４階です。
飯田税務署　� 0265－22－1165

確定申告は正しくお早めに

お問い合わせ：喬木村役場　総務課税務係　� 0265-33-2422　FAX 0265-33-3679

e－Taxならこんなにいいこと　…………………………………………
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１月の村税等
口座振替日納期限

1月25日

◎口座振替の方は
預金の残高確認
をお願いします。

1月31日

村 県 民 税
（第４期）
国 保 税
（第１０期）
介 護 保 険 料

後期高齢保険料

保 育 料

上 下 水 道 料

2
月
の
結
婚
相
談
日

○
日　

時

　

二
月
十
二
日　

土
曜
日

○
時　

間

　

午
後
七
時
〜
午
後
八
時

○
場　

所

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
第
一
会
議
室

※
相
談
日
に
関
わ
ら
ず
、
随
時
左

記
に
て
結
婚
に
つ
い
て
の
ご
相

談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

喬
木
村
役
場　

住
民
課
福
祉
係

　

担
当：

小　

原

　

電
話：

　

－

５
１
２
３

３３

自
動
車
の
不
具
合
情
報

を
お
寄
せ
下
さ
い

　

国
土
交
通
省
で
は
、
迅
速
な
リ

コ
ー
ル
の
実
施
や
リ
コ
ー
ル
隠
し

等
の
防
止
の
た
め
、「
自
動
車
不

具
合
情
報
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
通
じ

て
、
皆
さ
ま
の
お
車
に
発
生
し
た

不
具
合
情
報
を
収
集
し
て
お
り
ま

す
。
お
車
に
不
具
合
が
発
生
し
た

際
に
は
、情
報
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

○
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル（
平
日
・
日
中
）

　

０
１
２
０－

７
４
４－

９
６
０

○
自
動
音
声（
二
十
四
時
間
）

　

０
３－

３
５
８
０－

４
４
３
４

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
受
付

　

h
ttp
://w

w
w
.m
lit.g
o
.jp
/R
J/

　

少
額
控
訴
手
続
き
は
、
少
額
の

金
銭
の
支
払
い
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ

ル
を
速
や
か
に
解
決
す
る
手
続
き

で
す
。
原
則
と
し
て
一
回
の
審
理

で
終
了
し
、
審
理
が
終
了
し
た
後

直
ち
に
判
決
の
言
い
渡
し
が
行
わ

れ
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　

た
だ
し
、
審
理
を
一
回
で
終
え

る
た
め
に
は
、
口
頭
弁
論
の
期
日

の
前
に
自
分
の
主
張
を
整
理
し
、

こ
れ
に
対
応
す
る
証
拠
を
そ
ろ
え

る
な
ど
、
事
前
準
備
を
行
う
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

裁
判
所
の
窓
口
に
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
や
定
型
の
書
式
が
備
え
ら
れ
て

い
る
ほ
か
、
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト（h
ttp
://w

w
w
.cou
rts.g

o.jp
/

）

か
ら
も
一
部
の
定
型
書
式
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●２ ●月 ●の ●健 ●康 ●体 ●操 ●教 ●室 
はつらつ元気に、健康維持

自分の身体は自分で守ろう！
次の各会場で行います。どなたでも気軽に

ご参加いただけますので、是非お越し下さい。

その他健康体操教室
福祉センター午後７時半～２月１２日（土）

福祉センター午前１０時半～２月２６日（土）

水中体操教室　※持ち物　水着、キャップ、入場料４００円

ほっ湯アップル午前１０時～
２月４日（金）ゆっくりコース

２月１８日（金）はつらつコース

 お問い合わせ先  　役場  住民課包括支援係　�33-1120

定例介護者の会のおしらせ
福祉センター午前１０時半～２月２６日（土）

午後１時半～午前10時～日　時

帰牛原公民館北コミュニティ消防センター２月２日（水）

伊久間農産物加工センター２月４日（金）

上平集落センター２月７日（月）

氏乗集落センター馬場伝承館２月９日（水）

加々須区民会館宮本公民館２月１４日（月）

寺の前集落センター阿島傘伝承館２月１６日（水）

伊久間農産物加工センター２月１８日（金）

大島公民館田上川消防センター２月２１日（月）

富田陶芸館第一公民館２月２３日（水）

大和知公民館南農事集会所２月２８日（月）

少
額
控
訴
を

利
用
さ
れ
る
方
へ

�
持
続
可
能
な
生
活
排
水
対
策

を
推
進
す
る
�

公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー 
募
集
案
内

　

長
野
県
と
市
町
村
で
は
、
皆
様

と
と
も
に
「
持
続
可
能
な
生
活
排

水
対
策
を
推
進
す
る
」
た
め
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
「
公
式
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
内
容

�
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
募
集

の
コ
ン
セ
プ
ト

　

長
野
県
の
清
ら
か
な
水
環
境
や

豊
か
な
水
循
環
を
保
全
し
て
い
く

イ
メ
ー
ジ
を
あ
た
え
、
年
齢
や
性

別
を
問
わ
ず
、
広
く
親
し
ま
れ
る

明
る
い
デ
ザ
イ
ン

�
応
募
資
格

　

長
野
県
内
に
在
住
又
は
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
方
な
ら
ど
な
た
で

も
応
募
可
能
（
年
齢
性
別
不
問
）。

�
応
募
方
法

　

郵
送
又
は
宅
配
便
で
送
付
く
だ

さ
い
。

①
白
地
Ａ
４
サ
イ
ズ（
縦
）の
用
紙

一
枚
に
カ
ラ
ー
で
作
品
を
手
書

き
又
は
印
刷
し
た
も
の
。

②
住
所
、氏
名
、年
齢
、職
業
、連
絡

先（
電
話
、メ
ー
ル
）

③
作
品
の
制
作
意
図（
一
〇
〇
字

程
度
）及
び
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
や
性
格
な
ど
が
あ

れ
ば
記
載
し
て
く
だ
さ
い（
任

意
）。

�
応
募
条
件

①
応
募
作
品
は
、
本
人
が
創
作
し

た
未
発
表
の
も
の
。

②
一
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

③
応
募
作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

④
採
用
作
品
の
著
作
権
そ
の
他
一

切
の
権
利
は
、
長
野
県
生
活
排

水
広
報
委
員
会
に
帰
属
す
る
も

の
と
し
ま
す
。

な
お
、
主
催
者
が
作
品
を
使
用

す
る
に
あ
た
っ
て
、
加
工
・
修

正
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

�
応
募
締
切

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
八
日（
月
）

【
必
着
】

�
応
募
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

『
長
野
県
生
活
排
水
広
報
委
員
会 

事
務
局
』

〒
三
八
〇－

八
五
七
〇

長
野
市
大
字
南
長
野
字
幅
下
六
九
二－

二

（
長
野
県
環
境
部
生
活
排
水
課
内
）

�
0
2
6－

2
3
5－

7
2
9
9
（
直
通
）

�seikatsuhaisui@
pref.nagano.lg.jp
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「あけましておめでとう」保育園で作った干し柿
おいしいね！

保育園行事予定

2/3
特養喬木荘交流
（北保育園）

2/8
参観日（各保育園）

2/15
23年度
新入園児説明会
たんぽぽクラブ

喬木村消防団出初式で表彰を受けられた皆さん

長野県消防協会表彰

原　　則文喇叭長努力章

畔上　雅美団員（女性班）

松澤　洋一第三分団副分団長精績章

林　　貴久班長（北班）

中島　和洋機関長技術章

仲田圭二郎第一分団長精勤章

古田　桂護第二分団長

萩原　裕司第三分団長

松澤　勇樹第一分団副分団長

筒井　和博救護長

遠山　和彦班長（田上川班）

飯伊消防協会表彰

仲田圭二郎第一分団長功績章

古田　桂護第二分団長

萩原　裕司第三分団長功労章

松澤　勇樹第一分団副分団長

筒井　正彦第二分団副分団長

松澤　洋一第三分団副分団長

奥村　　仁誘導長

鈴木　　徹本部旗手

北部地区班表彰

仲田圭二郎第一分団長努力章

古田　桂護第二分団長

萩原　裕司第三分団長

　

結
婚
相
談
員
が
次
の
と
お
り
変

わ
り
ま
し
た
。
任
期
は
二
年
で
平

成
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

で
す
。

　

独
身
男
女
の
方
で
登
録
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
相
談
員
ま
た
は
役

場
住
民
課
福
祉
係
（
�
３
３－

５

１
２
３
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

氏　名通報区
昼　神　範　子沢北２
羽　生　俊　彦帰牛原５
市　瀬　智津子河原３
池　田　明　人宮耕地１
北　島　紀美子伊久間１２
丸　山　末　子伊久間１４
小　池　隆　子富田５- ２
木　下　まさ子富田１１- ２
木　下　美　幸中反

結
婚
相
談
員
が
変
わ
り
ま
し
た

北
保
育
園

みんなでしっかりついたお餅おいしかったね！

中
央
保
育
園

新しい年が良い年が来るように、みんなで記念撮影をしました。

南
保
育
園

「あけましておめでとうございます。今年も元気に頑張ります」どんど焼き　「今年も元気いっぱい遊びます」
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命をいただいている 私たち命をいただいている　私たち

知久さんのお話
　生産者の皆さんを代表して、養豚業者の知久さ
んからお話をしていただきました。
・人間の赤ちゃんもそうですが、生まれたばかり
は目が見えません。その中、お母さんのおっぱ
いを探して飲もうとします。生きようとする生
命力を感じます。

・子豚は６ヶ月で私たちの食用肉として出荷され
ます。かわいい子豚を出荷するということは複
雑な思いがあります。

　喬木村の学校給食は県下でも屈指の地産地消給食推進

地域です。昨年１２月１７日（金）、私たちの給食に食材を

提供してくださっている村内の生産者の方を招き、食材

に寄せる思いや苦労を知りました。そして感謝しておい

しく給食をいただこうと、みんなで確認し合いました。

交流会を終えて
・作ってくださる方や調理してくださ
る方の大変さや考えを知ることがで
きました。これからも残さずにおい
しく食べていきたい。（６年）

・ぼくはぶたさんをたいせつにたべた
いからさいごにのこしておこうか
とおもったけれど、ひとくちたべ
たらすごくおいしくて、あっとい
うまにたべちゃった。（１年）

第一小のなかま紹介
今年の干支「うさぎさん」今年の干支「うさぎさん」

市瀬調理場長のお話
　野菜、豆腐、こんにゃく、肉、果物などを提供
してくださっている生産者の皆さんを紹介してい
ただきました。
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住民課  健康保険係　電話 （直通）33―5125　FAX33―3679

　子宮頸がん予防ワクチン・ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチンの予防接種に

ついて、接種費用を全額補助します。

　これらのワクチン接種は、希望された方のみが行う　任意の予防接種です。
� �����������

●事業実施期間　平成24年３月31日まで

●接種対象者

　 子宮頸がん予防ワクチン 
　　対象年齢：中学１年生（13歳相当） ～ 高校１年生（16歳相当）
　　　　　　　※ただし平成22年度（３月31日まで）については中学３年生（15歳相当）と高校１年生

� ����������������������������������������������������������

（16歳相当）を対象に実施します。
� �����������������������

　　接種回数：３回（初回接種、初回から１ヶ月後、初回から６ヶ月後）
　　　　　　　免疫をつけるためには３回接種が必要です。

　 ヒブワクチン 
　　対象年齢：生後２ヶ月 ～ ４歳
　　接種回数：生後２～６ヶ月に開始した場合 … 初回接種３回、追加接種１回
　　　　　　　生後７～１１ヶ月に開始した場合 … 初回接種２回、追加接種１回
　　　　　　　１歳～４歳　　　　　　　　　 … １回

　 小児用肺炎球菌 
　　対象年齢：生後２ヶ月 ～ ４歳
　　対象回数：生後２～６ヶ月に開始した場合 … 初回接種３回、追加接種１回
　　　　　　　生後７～１１ヶ月に開始した場合 … 初回接種２回、追加接種１回
　　　　　　　１歳　　　　　　　　　　　　 … ２回
　　　　　　　２歳～４歳　　　　　　　　　 … １回

●接種方法　個別接種
　　　　　　指定医療機関（個人通知に指定医療機関一覧を同封します）に予約したうえで、接種

してください。
　　　　　　定期予防接種同様、無料で接種できます。

●その他　・対象者には個人通知をします（中学生は学校経由）。

　　　　　・ご不明な点等あれば住民課 健康保険係までご連絡ください。

お問い合わせ：住民課健康保険係　　�（直通）３３－５１２５
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　昨年10月１日から始まった共同募金は12月31日をもって終了いたしました。地域の皆様方にはご

協力をいただき感謝申し上げます。この募金は一旦、長野県共同募金会へ送金し、来年度地域福祉

事業費として喬木村に配分されます。

　今年度の募金額の報告は追ってご報告いたします。

社協だより 

社会福祉法人 喬木村社会福祉協議会 電話33－4567／fax 33－4619

赤い羽根共同募金へのご協力ありがとうございました

稲穂会（ひとり暮らし高齢者の集い）

参加者募集

○「わくわくコース」　２月１４日（月）

場所：昼神温泉郷　リフレッシュinひるがみの森

内容：ふるさと一座昼神公演観劇、昼食、入浴

○「ゆったりコース」　２月１５日（火）

場所：天竜水神温泉　よし乃亭

内容：入浴、昼食

【対象者】・村内在住７０歳以上の方

　　　　　・介護保険の利用していない方

　　　　　・一人暮らしの方

※対象の方には社協よりご案内いたします。

どちらのコースか選んでいただきお申込み下さい。

多くの方のご参加をお待ちしております。

被災体験講演会のお知らせ

「中越大震災から学ぶ“地域力”」

　平成１６年１０月に新潟県中越地方を震源とする震度

７の直下型地震を体験。災害発生時から復興までの

様子をお聞きします。いざという時に命を守る方法

とは。

日時：１月２２日（土）

　　　スリッパ作り　午後６時45分～

　　　講演会　　　　午後７時～

会場：福祉センター　多目的ホール

講師：藤田徳英氏（ＮＰＯ法人防災サポートおぢや
　　　　　　　　　　　　　　　語り部　小千谷新聞社主筆）

※藤田氏著書の販売もあります

【共催】喬木村

赤い羽根共同募金配分金事業
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くりんネット便り

No.35

H23年２月１日
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くりんネットたかぎ ２月の自主番組

くりんネットたかぎ　電話 33－3666
FAX 33－3669

内容・出演者など番　　　組月日

２月の村・公民館・学校等の行事予定今 月 の 暦火1

下伊那農業改良センター　藤牧普及員こちら普及センターです水2

高齢者の健康増進 住民課村 の 窓 口木3

喬木の民話と伝説から
第24話　「おくり狼」

お 話 の 時 間金4

私の交通安全 喬木村交通安全協会
 大和知支部　小池克文さん

交 通 安 全 の 日土5

全国山火事予防運動
 羽場分署　牧内邦仁さん

広 域 消 防日6

曲の背景や歴史を紹介しながらお送り
します

クラシックを楽しもう月7

定例教育委員会の内容から 原教育長みらいをみつめて火8

村に寄せる作文コンクール
佳作受賞作品

ふるさとへの夢水9

今年の野菜管理について
 ＪＡ豊丘支所営農課　船田技師

明 日 へ の 農 業木10

第28回　ふるさとづくりフォーラム
スポーツ大陸　たかぎ

公 民 館 便 り金11

カリス喬木スタンドからのお知らせ
 加藤所長

ＪＡアワーみなみの風土12

懐かしの曲・思い出の曲にリクエスト
下さい

心の歌思い出の歌日13

くりんネット番組企画委員会からマ イ ク で 散 歩月14

今日は防火の日　　　　　　　　　　
喬木村消防団　誘導長　奥村　仁さん

１１９番火の用心火15

村に寄せる作文コンクール
佳作受賞作品

ふるさとへの夢水16

喬木村農業委員会からお送りします土 に 生 き る木17

旬の食材で体元気・養生食
 ＪＡ組合員課　松島由利子さん

暮 ら し の 便 り金18

情報誌「たかぎ」３月号の内容から
ご紹介します

声 の 情 報 誌土19

喬木村生活安全指導員
 町地区役員　北澤光昭さん

ぼ う は ん 喬 木日20

地域問題研修会からの報告（2/10）商 工 会 便 り月21

短歌の鑑賞 福澤亀人さんマ イ ク 文 芸火22

村に寄せる作文コンクール
佳作受賞作品

ふるさとへの夢水23

喬木村文化財保護委員会から
 市瀬辰春さん

郷土史シリーズ木24

椋鳩十記念館図書館の話題から記念館図書館便り金25

俳句寸評 吉川照子さんマ イ ク 文 芸土26

中学校の話題から
 喬木中学校　放送委員会

青い風にのせて日27

２月の話題を振り返って今 月 の 出 来 事月28

＊尚、番組は都合により予告無く変更となる場合もあります。予めご了承下さい。

喬木村 6664番地

TEL 33－3666　FAX 33－3669

～2月の番組から～
ふるさとへの夢

　9日・16日・23日（水）
　村に寄せる作文コンクール　受賞作品
９日（水）　佳　作
　　　　第一小　３年　仲田　　峻さん
　　　　　　　　５年　井原　璃菜さん

１６日（水）　佳　作
　　　　第一小　５年　井澤　郁香さん
　　　　中学校　１年　羽生　純玲さん

２３日（水）　佳　作
　　　　中学校　２年　宮澤　直輝さん
　　　　　　　　３年　上島　知佳さん

土に生きる【新シリーズ】
　17日（木）
喬木村農業委員会の新番組が始まります。
ＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）への
反対や、農業建議書の提出など、村の農業
発展のために積極的な取組みを行ってい
る農業委員会から、くりんネットを通じて
様々な情報発信をしていただきます。

公民館便り
　11日（金）
今年も「ふるさとづくりフォーラム」が開
催されます（２月２０日）。
今回のテーマや詳しい内容についてご紹
介する番組です。お聴きのうえ、大勢の皆
さんご参加下さい！

♪♪♪ くりんネットからのお知らせ ♪♪♪

☆皆さんからの番組リクエスト等をお待
ちしています。

お気軽にお電話下さい


